
就業中の熱中症撲滅に向け、
愛知労働局長が
自ら建設現場のパトロール
を実施しました！
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愛知労働局長



愛知県内における熱中症発生状況
～令和６年は８８名の休業者が発生～

※休業 4 日以上の死傷災害

・毎年、数十名の方が休業４日以上となる熱中
症を発症しています。近年死亡例が発生してい
ないのは、「早期の医療機関受診」が浸透し、
軽症のうちに治療できるケースが増加したなど
が考えられます。

・熱中症の発生は毎年５月頃、かなり早い時期
から始まります。最多となる７月〜８月を迎え
る前に、早期に予防対策に取り組むことが重要
です。



令和７年６月１日より改正労働安全衛生規則が施行されました。

熱中症のおそれがある労働者を早期に見つけ、その状況に応じ、迅速かつ適切に対処することに
より、熱中症の重篤化を防止するため、以下の「体制整備」、「手順作成」、「関係者への周
知」が事業者に義務付けられます。



STOP！熱中症 クールワークキャンペーン
～事業者が取り組むべき事項～



事業者が取り組むべき事項とは
～STOP！熱中症 クールワークキャンペーン～

愛知労働局では、令和 7 年「STOP！熱中症 クールワークキャ
ンペーン」実施要綱において、事業者が取り組むべき事項につい
て定めております。主な点をご紹介するとともに、今回の現場で
何が取り組まれていたのか見ていきます。

報告体制の整備とか…重篤化防止の措置の手順作成とか…
色々あるけど、具体的に何を取り組めばいいのか？



愛知労働局長

実はこれ…
～「熱中症リスクAIカメラ」～

です。

顔を向けると、顔色、表情、発汗をAIが
捕捉し、WBGT値と掛け合わせ、個人の
熱中症リスク状況を色で判別できるよう
になっています！

熱中症リスクの低い順に
緑→黄→橙→赤

の4段階で判別されます。

愛知労働局長も体験し、無事、緑判定で
した！

このタブレットは
何でしょうか？

対策１ 作業場の管理①



～「ORS給水ステーション」～

日中の作業では、水分と塩分等が不足し
がちです。

この現場では、ORS（※）タブレットを
溶かした飲料が設置され、いつでも水分
補給ができるようになっていました！

※ORS＝経口補水液
愛知労働局長も
補給しました

対策２ 水分及び塩分摂取のための整備等



愛知労働局長

～冷却ハウス「どこでも休憩所」～

屋上に上がると大きめのテントが設置さ
れていました。

中に入るとこんな感じです（下写真）。

テント内には、スポットクーラーが置か
れ、テントの中が効率的に冷えるように
なっていました！

直射日光が当たる屋上でも、いつでも休
憩できるようになっています！

対策３ 休憩場所の整備等



～「作業者安全モニタリングシステム」～

ヘルメットに装着すると

・作業者の脈拍
・作業者周辺のWBGT値及び熱ストレス
・転倒、落下
・位置情報等

の遠隔検知が可能なシステムです！
異常を検知するとアラートが鳴るとともに
管理者に通知されます。

もし、作業者の方に何かあった場合でも、
すぐに発見することができます。

愛知労働局長

対策４ 作業場の管理②



パトロール後、報道関係
者様からの質問にお答え
しました。

愛知労働局長からは

〇事業者は、熱中症を予防する
には、まず作業環境を把握する。

〇体調の悪くなった方がいたら、
早めに医療機関に受診させるな
ど、重症化を予防する対策をお
願いする。

とお話しされました。


